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係
機
関
と
の
連
絡
体
制
が
明
記
し

て
あ
る
が
、
今
回
の
事
故
で
警
察
、

消
防
、
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
携

は
十
分
に
機
能
し
た
の
か
。
②
災

害
対
策
本
部
は
、
防
災
行
政
無
線

機
材
の
あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は

な
く
、
庁
舎
６
階
に
設
置
さ
れ
た
。

現
場
な
ど
の
連
絡
に
防
災
行
政
無

線
が
使
用
で
き
ず
電
話
を
使
っ
た

た
め
、
情
報
伝
達
が
迅
速
、
的
確

に
機
能
し
な
か
っ
た
恐
れ
が
あ
る
。

災
害
時
の
区
の
活
動
体
制
、
職
員

の
資
機
材
利
用
の
習
熟
度
は
。
③

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
、
普
及
は
め
ざ

ま
し
い
。
災
害
時
の
情
報
収
集
発

信
手
段
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
が
望
ま
れ
る
が
現
時
点
で

の
検
討
状
況
は
。
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①
警
察
、
消
防
、
区

に
お
い
て
避
難
誘
導
の
役
割
分
担

に
一
部
不
明
確
な
点
が
あ
り
、
連

携
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
関
係
機
関
と
改
め
て
話

し
合
い
を
行
う
。
②
毎
年
、
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

し
て
お
り
、
一
定
の
対
応
が

で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
今
回
の
よ
う
な
事
故
に

対
し
て
は
、
災
害
対
策
本
部

の
情
報
収
集
、
状
況
判
断
、

指
示
が
重
要
で
あ
り
、
今
後

新
た
な
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
③
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
災
害
情
報
の
収
集
、
提
供
は
、

区
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
、

民
間
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
な
ど

効
果
的
な
体
制
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。
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今
年
度
、
組
織
の
簡
素
化
、
効

率
化
を
目
指
し
、
事
業
部
制
が
導

入
さ
れ
た
。
区
民
か
ら
は
担
当
部

署
が
分
か
り
づ
ら
く
な
っ
た
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
、
問
い
合

わ
せ
に
対
し
て
案
内
が 
不  
明  
瞭 
な

ふ 

め
い 
り
ょ
う

こ
と
が
あ
っ
た
り
と
、
問
題
を
感

じ
る
。
事
業
部
制
に
移
行
し
た
後
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
た
の
か
。
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新
組
織
の
初
動
期
と

い
う
こ
と
で
職
場
の
中
に
は
一
部　

戸
惑
い
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
今
進
め
て
い
る
お
も
て
な
し

運
動
や
経
営
改
革
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
効
率
と
区
民
サ
ー
ビ
ス

が
共
に
良
い
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る

組
織
に
し
て
い
き
た
い
。
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１　

区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

２　

基
本
構
想
の
改
定
に
つ
い
て

３　

交
通
対
策
に
つ
い
て

４　

区
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

５　

生
業
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

６　

学
校
教
育
に
つ
い
て

７　

そ
の
他
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�

�
�
�
�
�

１　

区
の
組
織
改
正
に
つ
い
て　

２　

教
育
問
題
に
つ
い
て

３　

治
安
対
策
に
つ
い
て

４　

防
災
情
報
等
告
知
機
付
の
自
販
機
の

設
置
に
つ
い
て

５　

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
つ
い
て

６　

公
衆
浴
場
へ
の
支
援
に
つ
い
て

７　

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
税
に
つ
い

て

８　

シ
ェ
モ
ア
仙
石
の
民
営
化
に
つ
い
て

９　

そ
の
他
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１　

区
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

２　

新
し
い
基
本
構
想
と　

か
年
計
画
に

10

つ
い
て

３　

２
０
０
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

４　

東
中
野
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

５　

山
手
通
り
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
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１　

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て

15

２　

行
財
政
改
革
の
実
施
に
つ
い
て

３　

委
託
契
約
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

４　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
の
将
来

に
つ
い
て

５　

不
祥
事
事
件
の
対
応
と
広
報
の
あ
り

方
に
つ
い
て

６　

基
本
構
想
と　

か
年
計
画
の
問
題
に

10

つ
い
て

７　

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

８　

教
育
委
員
会
の
姿
勢
に
つ
い
て
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１　

人
事
制
度
に
つ
い
て

２　

区
政
へ
の
若
者
参
画
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１　

外
部
評
価
結
果
の
活
用
に
つ
い
て

２　

男
女
平
等
推
進
に
つ
い
て

３　

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

４　

区
長
、
教
育
長
の
交
際
費
に
つ
い
て

５　

そ
の
他
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１　

新
し
い
公
共
経
営
に
つ
い
て

２　

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
道
筋
に
つ

い
て

３　

障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

４　

支
援
費
制
度
に
つ
い
て

５　

使
い
や
す
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て

６　

生
活
保
護
と
自
立
支
援
に
つ
い
て

７　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
委
託
問
題
に
つ
い
て

８　
　

時
間
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

24ー
に
つ
い
て�
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１　

財
政
の
再
建
に
つ
い
て

２　

執
行
率
の
低
い
事
業
に
つ
い
て

３　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の
赤

字
問
題
に
つ
い
て

４　

出
産
前
小
児
保
健
指
導
に
つ
い
て

５　

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

６　

そ
の
他
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１　

急
を
要
す
る
野
方
駅
の
北
口
改
札
設

置
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

２　

上
野
原
ス
ポ
ー
ツ
・
学
習
施
設
用
地

の
売
却
に
つ
い
て

３　

Ｃ
Ｔ
Ｎ
の
視
聴
不
可
能
地
域
の
解
消

に
つ
い
て

４　

児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
っ
た
小
中

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ

い
て

５　

小
中
学
校
の
学
習
指
導
補
助
員
の
増

員
に
つ
い
て

６　

基
本
構
想
に
お
け
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て

７　

そ
の
他
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１　

区
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

２　

２
０
０
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

３　

雇
用
対
策
に
つ
い
て

４　

中
野
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て

５　

保
護
樹
林
に
つ
い
て
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１　

環
境
美
化
に
つ
い
て

２　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

３　

公
園
管
理
に
つ
い
て

４　

街
づ
く
り
と
学
校
施
設
再
編
に
つ
い

て

５　

そ
の
他
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１　

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

２　

保
育
園
、
図
書
館
の
民
間
委
託
の
評

価
に
つ
い
て

３　

サ
ン
プ
ラ
ザ
の
取
得
と
活
用
に
つ
い

て
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１　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
イ
ク
ル
（
Ｐ
ｌ

ａ
ｎ
‐
Ｄ
ｏ
‐
Ｓ
ｅ
ｅ
）
の
実
効
性

に
つ
い
て

２　

公
会
計
で
見
え
て
こ
な
い
コ
ス
ト
に

つ
い
て

３　

政
治
任
用
を
含
め
た
多
様
な
人
材
活

用
に
つ
い
て�
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１　

憲
法
改
正
論
議
と
憲
法
擁
護
・
非
核

都
市
宣
言
に
つ
い
て

２　

そ
の
他
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２
人
の
幹
部
職
員
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が
、
欠
勤
中
の
部
長
級
職
員
の
タ

イ
ム
カ
ー
ド
を
不
正
に
打
刻
し
た

出
勤
簿
偽
装
は
、
職
員
を
管
理
す

る
立
場
に
あ
る
者
が
引
き
起
こ
し

た
事
件
で
あ
り
、
極
め
て
重
大
だ
。

区
政
全
般
の
信
頼
を
損
な
う
も
の

で
あ
り
、
区
長
は
区
民
に
謝
罪
し
、

懲
戒
処
分
の
経
緯
を
区
報
で
説
明

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

�
　

出
勤
簿
の
管
理
は
厳
正
に

行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
懲

戒
分
限
委
員
会
で
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
調
査
し
、
懲
戒
処
分
を
行
っ

た
。
経
緯
に
つ
い
て
は
、
庁
議
、

総
務
委
員
会
で
報
告
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
る
。
区

民
の
意
見
に
も
そ
の
都
度
対
応
し

て
お
り
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
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①
計
画
の
あ
り
方

は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
な
ぜ　

か
10

年
の
長
期
計
画
な
の
か
。
②
事
業
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